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本研究は、知的障害者の口腔に関連した課題を明らかにすることを目的とし、神戸市内の








35％であった。③の結果として、調査対象者 17名（調査協力者 20名中 3名が測定不能）の
咀嚼能力検査結果は 100.5±60.8mg/dL（健常範囲：150mg/dL以上）で、うち最大値は 188mg/dL、
最小値は 14mg/dLであった。また、17 名のうち健常範囲の数値を超えた者は 4 名のみであ
った。以上のことから、知的障害者の食行動の特徴として、「食べるスピードが速い」、「噛
まずに飲み込む」者が多いことが分かった。更に咀嚼機能検査の結果、噛む力が弱い者が多
かった事から、今後口腔機能の低下が起こった場合、むせや誤嚥などのリスクが高まること
が懸念される。 
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